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オルタナ Sへの参加方法

オルタナ S宣言
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　「オルタナＳ」は若者による社会変革を応援するソー

シャルメディアです。Web サイトと月に一度配信する

デジタルフリーマガジンから構成され、全国の学生や

若者を対象にソーシャル（社会的）、エシカル（倫理的）、

エコ（環境）をテーマとした情報を発信します。無料

のユーザー登録をすることでオルタナＳサイトへの投

稿やデジタルフリーマガジン「オルタナＳ」の閲覧が

でき、オルタナＳへ参加できます。ユーザーの参加に

よってオルタナＳは作られます。

　ソーシャルメディアの即時性と双方向性を生かし、

ユーザーがソーシャルな人や団体、企業とつながるプ

ラットフォームです。

　オルタナ Sについて
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被災地レポート ～現状と被災地での支援～

目次タイトルをクリックすると、

該当ページに飛ぶことが出来ます

　オルタナ Sでは、「これからの日本」を考えていくための一つの方

法として、『Nippon poster project』を始めました。これまでに３４

作品が投稿され、２ページ目のポスターはその一部です。

　今後は掲載だけではなく、被災地への支援の一つの形として継続

的に運営していく予定です。上記ロゴをクリックすると特設サイト

へ行くことが出来ますので、ぜひご覧ください。

Nippon Poster Project

（ニッポン・ポスター・プロジェクト）

click

そのとき、若者はどう動いたか？

オーガニックコットンで、
環境保全と自動労働問題に取り組む



オルタナ Sの各種 SNS はこちらから！

http://www.facebook.com/alternas.fanpage
http://mixi.jp/view_community.pl?id=5458079
http://twitter.com/#!/alterna_s


宣
言
。

オルタナＳは若者 (Students and youngsters) による

社会変革 (Social Innovations) を応援する「デジタルフリーマガジン」です。

日本は GNP世界第 3位の経済大国です。高度経済成長期を経て、便利で物に恵まれ

た暮らしを実現しました。しかし、その一方で、地球環境問題や心の病の問題、自

殺者の増加など様々な問題が起こってきました。

これらの事実は「物質的に豊かになることが必ずしも人々の幸せと結び付いてはい

ない」ことを示しています。

イギリスのレスター大学が発表した「世界幸福度ランキング」（2006 年）によると、

日本は 178 カ国中 90位です。1位はデンマーク、2位 スイス連邦、3位 オースト

リア共和国となっています。

何をもって幸福とするかは難しいところですが、少なくとも日本で幸福感を感じて

いる人の割合が低い方にある、ということは言えます。

そんな中、物質主義に代わる新たな価値観が模索され始めてきました。それは地球

環境や人・社会を大切にすることが自身の幸福につながるといった価値観です。そ

して、そういった価値観を持ち、行動に移す若者が増えてきています。

例えば、都会から農村へ移住し、農業をする若者や社会企業家、NPO/NGO への就

職を希望する若者、など。彼らがそれまでの物質主義・拝金主義的な価値観とは異なっ

た価値観を持っていることは明らかです。

お金や物質的な豊かさを求めて、というよりも自分自身がもつ問題意識やそれをす

ることによって得られるやりがいによって突き動かされているのではないでしょう

か。

当然のことながら、海外の貧困、人権侵害、教育の欠如、経済格差、戦争や内戦な

どの問題にも目を向けていきます。

オルタナ Sは「ソーシャル」「エコ」「エシカル」などの価値観を大事にし、

若者による社会変革を後押しします。これから、どうぞよろしくお願い致します。

オルタナ S　編集長　

猪鹿倉　陽子
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慶応義塾大学環境情報学部２年

つるだひろゆき

Facebook で５万人の心を

揺さぶった 20歳の大学生
　3月 11日、東日本大震災発生後、Twitter 上で日本への応援メッセージが海外から続々

とつぶやかれた。これらのメッセージをまとめ、「prayforjapan.jp」というサイトを立ち

上げた若干 20歳の若者がいた。Facebook はファンの数が５万人以上と、国内規模 6位

に急成長した。鶴田浩之さんにその想いを語ってもらった。　

（聞き手 =編集長　猪鹿倉陽子、副編集長　高橋遼）

pray for japan
企画・制作

慶応義塾大学環境情報学部

つるだひろゆ



――震災発生からサイトを立ち上げるまでの経

緯を教えてください。

　震災発生時、僕は栃木県の那須自動車学校で

免許合宿に参加していました。震度６強の場所

だったのですが実害は少なく、夜は合宿所の１

Ｆにみんなで泊まることになりました。　　

　自分のノートパソコンとイーモバイルがつな

がったので、NHK の Ustream（生中継サイト）

や Twitter を見て情報収集をしました。その日

の深夜、prayforjapan というムーブメントが起

きているのを見たのがすべての始まりでした。

ハッシュタグ（キーワード）「#prayforjapan」

を付けた日本への祈りのツイート（つぶやき）

が次々に投稿されていたのです。　　

　多くの僕のフォロワーがこれについてツイー

トしていたし、ニュースサイトでも取り上げら

れていました。しかし、この時点でこのツイー

トがまとめられているサイトはありませんでし

た。

　そこで、Twitter をやっている人以外も見ら

れるよう可視化し、いろいろな人に知ってもら

いたいと思い、早速「prayforjapan.jp」のドメ

インをとって 2時間でサイトを立ち上げ、公開

しました。

　2日目の昼間には電気も回復したので、夕方

ごろから国内の心あたたまるツイートをまとめ

始めました。こうして、「#prayforjapan」が付

いたメッセージを自動的に集め、表示するペー

ジと、日本での心温まるエピソードやツイート

を僕が選び、編集した上で公開するページの２

つのサイトができました。後者のサイトは公開

から 3時間でサーバーが落ちるほどトラフィッ

クが集まってきました。

　２日目の夜にはこのサイト自体について、1

分間に 1回ぐらいのペースで「感動した」「泣

ける」といったツイートがつぶやかれるように

なりました。その後やはり、アクセスが集中し

サーバーがダウンしてしまいました。

　すると、サーバー管理会社から「負荷がかかっ

ています」というメールが来ました。サイトを

止められてしまうかもしれないと思ったのです

が、「コンテンツを拝見し、弊社としてもぜひ

協力したい」と言っていただき、トラフィック

分散の処理をしてくれました。

　３日目には翻訳してほしいという問い合わせ

が多くきていたので、友人に頼んでシステムを

作り直し、エディター権限を持てば誰でも翻訳

できるような仕組みにしました。翻訳している

人は全員ボランティアで、30名以上が登録し、

現在 12 カ国語に翻訳しています。ボランティ

アからたくさん翻訳したいという問い合わせを

もらったのも嬉しかったですね。

――サイトに対する反響は他にもありました

か。

　3 日目からコラボレーションや書籍化、翻

訳の問い合わせなどが 300 件ぐらいきました。

それに加えて、面識のない方からの Twitter の

コメントが約 800 件、Facebook から約 100 件、

メールで約 100 件、計 1000 件のメッセージを

いただきました。「サイトを作ってくれてあり

がとう」「このサイトを見て私にも何かできる

かもしれないと思い、募金活動始めました」と

いった内容です。

 　その反応を見て、自分が作ったものが世界に

広まって人の心を動かし、行動を促すきっかけ

になれたことを実感し、震えが止まらなくなり、

嬉しかったです。小さな合宿所で始めたことが

世界に広まり、これだけの反響をもらったのが

驚きでした。

　現在は Twitter のアカウントを作り、「新しく

救助された人がいる」などポジティブなニュー

スを出しています。Facebook のページは今、

約 50000 件の「いいね！」という評価をもら

い、国内で 6位の規模になりました。ここでは、

Twitter 以上に、いろんな言語で活発な議論が

されています。

　「イギリスで募金活動を始めた」「ニュージー

ランドで動画をつくった」などの情報が出てお

り、プラットフォームになっています。今では

僕はほとんど参加していませんが活発ですね。

今は、prayforjapan.jp のサイトと Twitter とフェ

イスブックを軸に、日本の「prayforjapan.jp」

としての活動を多面的にコーディネートしてい

る段階になります。

――情報発信は一方向になりがちですが、

Facebook で双方向に自発的な議論がされてい

るのは SNS の力ですね。そして、これは今回の

震災を象徴する顕著な例だと思います。ウェブ

サービスの開発を元々やられていましたが、今

回、同世代の意識の変化を感じましたか。

　これを 20 歳の学生が作ったという事実を見

て、同世代の人が自分も何かできるかもしれな

いという気持ちを持ってもらえたら意義あるこ

とだと思います。今も Twitter で prayforjapan.

jp をキーワード検索するとサイトを見た人か

らの「何か自分もしたい」「日本人でよかった」

というようなコメントが 20 万件ほど出てきま

す。

prayforjapan.jp のトップページ

２時間でサイトを立ち上げ

アクセス集中でサーバーダウン Facebook は国内 6位に

prayforjapan.jp の facebook ページclick

左から英語、中国語、独語に翻訳されたメッセージclick

click

次のページへ

click

prayforjapan.jp に

続々と掲載されるメッセージ

http://prayforjapan.jp/message/?lang=en
http://prayforjapan.jp/message/?lang=zh-hans
http://prayforjapan.jp/message/?lang=de
http://www.facebook.com/prayforjapan.jp
http://prayforjapan.jp
http://prayforjapan.jp/message/
http://alternas.jp/wp-login.php?action=register

